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知
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せ
 

（
旧
五所
川
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粗
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ご
み
収
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（
狂
犬病
予
防
集
合
注
射
・
犬
の
登
録
 

目
 
（
し
乏
つ

ら
ん
ど
海
遊
館
情
報
 

ヘ
ル
ス
‘イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
 

今月の市民 

人口／64,551人 

男／30,416人 

女／34,135人 

世帯数／24,118世帯 

3月31日現在 

（
ど
ノ
・
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・
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)
 

…
・

I
7
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《
遍で
ボラ
ンテ
ィァ
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老
若

男
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顔
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事
業
主
の
方
へ
 

労
働
保
険

（
労
災
 

保
険

・
雇
用
保
険

）
 

の
申
告
・
納
付
は

お
済
み
で
す
か
 

平
成
1
7年
度
分
の
納
税

通
知
書
（園
疋
資
産
税等
）
 

を
送
付
し
ま
す
 

0
こ
こ
ろ
の
相
談
日
 

五
所
川
原
保
健
所
保
健
予
防
課

公

（
3
4)
2l
o
8
 献
（
3
4)
7
51
6
 

も
の
忘
れ
、
不
眠
、
憂
う
つ
、
家

庭
や
職
場
で
の
人
間
関
係
が
う
ま
く

い
か
ず
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
な
ど
の
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

◇
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

5
月
1
3日

国
、
2
4日

因
  
1
3~
1
4時
 

青
森
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
 

公
0
1
7
(7
3
4
)
41
4
5
 

平
成
1
6年
度
確
定
保
険
料

・
平
成
 

1
7年
度
概
算
保
険
料
の
申
告
の
時
期

と
な
り
ま
し
た
。
 

保
険
料
申
告
書
の
提
出
及
び
保
険

料
の
納
付
期
限
は
5
月
2
0日
で
す
。
早

め
に
お
近
く
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
等

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
申
告
・
納
付
が
同
時
に
で
き

な
い
と
き
は
、
里
一刷
り
の
申
告
書
は
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
青
森

労
働
局
へ
、
ふ
じ
色
刷
り
の
申
告
書
は

青
森
労
働
局
へ
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
、
納

付
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

5
月

1
2日は
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
で
す
 

保
護
福
祉
課
 
内
線
2
9
o
 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
す
べ
て

の
地
域
に
配
置
さ
れ
、
 「
言う
こ
と
を

き
か
な
い
我
が
子
に
つ
い
手
をあ
げ
て

し
ま
う
」
 「
近く
に
知
り
合
い
が
い
な

く
て
寂
し
い
」
 「高
齢
な
親
の
介
護
に

疲
れ
て
い
る
」
 
「
子
ど
も
が
家
に
引
き

こ
も
り
が
ち
だ
」
な
ど
私
た
ち
を
取
り

巻
く
心
配
ご
と
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ

支
援
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
秘
密
を

守
る
義
務
が
あ
り
、
相
談
内
容
が
も
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し

て
ご
相
談
く
だ
さ
い
0
 

税
務
課
 
内
線
4
2
2

・
4
2
3
 

金
木
総
合
支
所
税
務
係
 

容
（5
3)2
1
1
1
 内
線
1
3
6
 

市
浦
総
合
支
所
税
務
係
 

合
（6
2)2
1
1
1
 内
線
1
3
 

納
税
通
知
書
の
送
付
に
つ
い
て
は
、
 

課
税
の
根
拠
な
ど
を
明
記
の
う
え
、
納

期
限
の
1
0日
前
ま
で
に
納
税
者
に
送

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

納
税
者
の
皆
さ
ん
へ
送
付
時
期
が
遅
 

5
月
社

知
ら
均
 

「
、フ
「
コJD
目
火
火コ
・ニ
 

【
‘
一
．
F
C
木
上
三
口
仁
」
』
 

各
種
相
談
を
お
受
け
して
い
ま
す
。
 

お
気
軽
に
「」
利
用
く
だ
さい
。
 

（
ノ」
 

11 平成 17年 5 月 1 日 

⑥
行
政
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
o
6
 

 

●

5
月
2
6日
困
 
1
3時

ー
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員
 

⑥
人
権
相
談
 

公
（6
2)
21
1
1
 内
線
1
6
 

●

5
月
2
0日
国
 
1
0時

ー
1
5時
 

市
浦
総
合
支
所
 
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル
 

◇
相
談
員
 
人
権
相
談
委
員
 

⑥
行
政

・
人
権
合
同
相
談

容
（5
3)2
1
1
1
 内
線
1
2
6
 

●

5
月
1
8日
困
 
1
0時

ー
1
5時

金
木
総
合
支
所
 
第
三
会
議
室

◇
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員

人
権
相
談
委
員
 

⑨
税
金
の
相
談
 

税
務
課
 
内
線
4
2
6
 

相
続
税

・
贈
与
税
、
所
得
税
等
に

つ
い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

●

5
月
1
3日
岡
 
9
時
3
0分

ー
1
5時

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

◇
相
談
員
 
仙
台
国
税
局
税
務
相
談
室

青
森
分
室
税
務
相
談
官
 
 

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
平
成
1
7年
度
分
の
固
定

資
産
税
（
都
市
計
画
税
）
及
び
軽
自
動

車
税
の
納
税
通
知
書
に
つ
い
て
は
、市

町
村
合
併
に
伴
う
市
長
選
挙
が
4
月
2
4
 

日
に
行
わ
れ
た
た
め
、
5
月
の
中
旬
頃

を
め
ど
に
送
付
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
税
及
び
納
税
に
対
す

急

」
理解
の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
 

※
詳
細
は
、
税
務
課
及
び
総
合
支
所
税

務
係
（
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

5
月
3
日
は
憲
法
記
念
日
 

青
森
地
方
裁判
所
 

公
0
1
7
(
7
2
2
)
5
3
5

1
 

裁
判
所
で
は
毎
年
、
憲
法
記
念
日
を

中
心
と
し
た
5
月
1
日
5
7
日
を
「
憲

法
週
間
」
と
し
て
、
各
地
で
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
て
、
皆

さ
ん
も
「
裁
判
員
制
度
」
と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

国
民
の
中
か
ら
無
作
為
に
選
ば
れ
た
裁

判
員
が
刑
事
裁
判
に
参
加
し
、
裁
判
官

と
一
緒
に
裁
判
を
行
う
制
度
の
こ
と
で

す
。
平
成
2
1年
5
月
ま
で
に
始
ま
る

こ
の
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
の協
力

が
な
く
て
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
全
国

の
裁
判
所
で
行
わ
れ
る
憲
法
週
間
記念

行
事
で
は
、
裁
判
員
制
度
を
テ
ー
マ
に

し
た
催
し
も
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
裁

判
所
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

（仮
称
）市
浦
風
力
発
電
事
業

環
境
影
響
評
価
書
案
の

縦
覧
に
つ
い
て
 

合
（6
2)2
1
1
1
 内
線
2
0
 

市
浦
総
合
支
所
管
内
の
岩
井
放牧
場

等
で
株
ュ
1
フ
ス
エ
ナ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン

が
計
画
し
て
い
る
「
（
仮称
）
市
浦
風力
 

発
電
事
業
」
に
つ
い
て
環境
影
響
評
価
 

2
1
 

の
結
果
等
を
記
載
し
た
「
環
境
影
響
評

価
書
案
」
を
次
の
と
お
り
縦
覧
しま
す
。
 

◇
縦
覧
書
類
 
（
仮称
）
市
浦
風
力
発

電
事
業
 
環
境
影
響
評
価
書
案

◇
縦
覧
場
所
 市
浦
総
合
支
所

◇
縦
覧
期
間
 
5
月
1
6日
囲
5
6
月
 

1
5日
困
 

「
離
転
職
者」
訓
練
生
募
集
 

青
森
職
業
能力
開
発
短
期
大
学
校

学
務
援
助
課
 
公
（3
7)3
2
o1
 

7
月
生
の
募
集
は
次
の
と
お
り
。
 

●

オ
フ
ィ
ス
ワ

ー
ク
（
事務
）
科
 2
5名
 

●

ビ
ジ
ネ
ス
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
 

（
ニ
部）
 2
5名
 

3
カ
月
間
訓
練
 

◇
受
講
料
 
無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
 

ト
代
は
自
己
負
担
）
 

◇
対
象
者
 
雇
用
保
険
受
給
者
 

◇
選
考
 
6
月
1
5日
困
 
面
接
と
書類
 

◇
募
集
期
間
 

5
月
1
1日
困
5
6
月
8
日
困
 

◇
申
込
先
 
公
共
職
業
安
定
所
 

五所川原市役所 合35ー 

【
 

(
 



消
防
本
部
か
ら
お
知
ら

せ
 

合
（3
5)2
0
1
9
 

中
央
公
民
館
（
自
分
の
時
間
に
あ
わ
 
◇
活
動
内
容
 
岩
木川
に
関
す
る
地
域
 
・

6
月
1
9日
囲
 

せ
て
参
加
で
き
ま
す
）
 

住
民
か
ら
の
情
報
提
供
や
、
河
川
に
 

青
森
工
業
高
等
学
校
（
青
森
市
）
 

◇
活
動
内
容
 
県
民
生
涯ス
ポ
ー
ツ
フ
 

つ
い
て
の
異常
を
発
見
し
た
場
合
の
 
⑥
高
校
生
の
部
 

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
、
立
侯
武
多
の
 
通
報

な
ど
。
年
に
数
回
あ
る
河
川
関
 

・
6
月
2
5日
田
 

館
出
演
、
夏
ま
つ
り
ネ
プ
タ
運
行
、
 

係
行
事
等
（
の
参
加
。
 

弘
前
東
高
等
学
校
（
弘
前
市
）
 

福
祉
施
設
訪
問
、
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
 
◇
活
動
地
区
 
三
好
橋
か
ら
神
田
橋
区
 

・
6
月
2
6日
囲
 

ト
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
 

◇
会
費
 
年
1
0
0
0円
 

農
産
物
加
工
品
直
売
会
 

五
所
川
原
市
農
産
物
加
工
セ
ン
タ

ー
 

振
興
対
策
協
議
会
 

農
政
課
 
内
線
3
5
5
 

●

5
月
2
5日

困
 
1
1時
4
5分
  
1
3時

市
役
所
2
階
ロ
ビ

ー
 

◇
主
な
販
売
品
 
地
元
e
梅
で
作
っ
た

梅
漬
げ
、
漬
け
物
、
お
と
う
ふ
、
ジ

ャ
ム
ゃ
お
餅
な
ど
。
 

間
（
岩
木
川
右
岸
）
 

◇
応
募
資
格
（
募
集
人
員
1
名
）
 

①
岩
木
川
に
接
す
る
機
会
が
多
く
、
河
 

川
愛
護
に
関
心
を
持
ち
、
日
常
生
活
 

の
中
で
知
り
得
た
情
報
を提
供
で
き
 

る
方

（満
2
0歳
以
上
、
男
女
不
問
）
 

②
河
川
愛
護
月
間
（
7
月
）
行
事
、
モ
 

ニ
タ
ー
会
議
（
年1
回
程
度
）
等
に
 
消
防
法
令

・
・6
月
1
日
因
 

出
席
で
き
る
方
 

9
時

ー
1
6時
3
0分
 

◇
報
酬
 
月
額
4
5
o
o円
程
度
 

物
理
・
化
学
・
6
月
2
日
困
 

◇
期
間
 
7
月
1
日
か
ら
1
年
間
 

9
時

ー
1
6時
3
0分
 

◇
申
込
方
法
 
履
歴
書
及
び
「川
と
の
 
会
場
…
五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
 

か
か
わ
り
」
に
つ
い
て
簡
単
に記
述
 

タ
ー
 

し
た
も
の

（任
意
様
式
）
を
郵
送
く
 
受
付
…
当
日
会
場
に
て
8
時
3
0分
か
ら
 

だ
さ
い
。
5
月
2
0日
国
必
着
。
 

問
い
合
せ
先
・
掬
木村
石
油
 

〒
o
3
o~
o
8N
N
 青
森
市
中
央
 

合
（3
4)
31
6
5
 

三
丁
目
2
0
 
3
8
 国土
交
通
省
青
森
 
※
危
険
物
取
扱
者
試
験
を
受
験
す
る
方
 

河
川
国
道
事
務
所
河
川
管
理
課
 

を
対
象
に
し
た
講
習
会
で
す
。
 

五
所
川
原
市
女
性
ス
ポ

ー
ツ

協
議
会
 
会
員
募

集
 

公
（3
5)1
2
9
2
 山
内
 

・

音
楽
に
あ
わ
せ
て
楽
しく
体
力
づ
く

り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
・
 

●

毎
週
火
・
金
曜
日
 

1
9時
5
2
0時
3
0分
 

河
川
愛
護
モ

ニ
タ
ー
募

集
 

青
森
河
川
国
道
事
務
所河
川
管
理
課

合
o
l
7
（フ
3
4
)4
5
2
1
 

ht
tpミ
w
w
w・t
hr・
ョー＃・g
o・
」
又
a
o
m
o
h、
 

河
川
愛
護
思
想
の
啓
蒙
と
と
も
に
、
 

川
情
報
等
を
把
握
す
る
た
め
、
河
川
愛

護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
 

危
険
物
取
扱
者
試
験
 

⑨
一
般
の
部
 

・

6
月
1
8日
田
 

弘
前
東
高
等
学
校
（
弘
前
市
）
 

青
森
工
業
高
等
学
校
（
青森
市
）
 

◇
受
付
 
5
月
6
日
団

5
1
7日
因
 

※
受
験
願
書
等
は
、
消
防
本
部
及
び
最
 

寄
り
の
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。
 

．
 

謝
 

危
険
物
取
扱
者
試
験
に

伴
う
事
前
講
習
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消
火
器
の
悪
質
点
検
及
び
 

訪
問
販
売
に
気
を
つ
け
て

H
 

各
地
で
消
火
器
の
不
適
正
な
点
検
等

が
横
行
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
訪
問

前
に
電
話
を
か
け
て
信
用
さ
せ
、
訪
問

後
す
ぐ
に
契
約
書
に
サ
イ
ン
を
求
め
、
 

消
火
器
を
素
早
く
集
め
て
点
検
し
高
額

請
求
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
 

こ
れ
ら
悪
質
業
者
に
よ
る
被
害
は
県

内
に
も
及
ん
で
お
り
、
最
近
、
近
隣
の

市
や
町
の
店
舗
、
事
業
所
で
も
不
適
正

な
点
検
が
あ
り
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
悪
質
な
点
検
、
訪
間
販

売
等
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る

と
と
も
に
、
業
者
が
訪
れ
た
場
合
に
は

早
急
に
消
防
本
部
予
防
課
ま
た
は
警
察

署
（
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
被
害
未然
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】
 

⑨
身
分
証
明
書
等
の
提
示
を
求
め
、
正

常
な
契
約
業
者
か
否
か
を
確
認
す
る
。
 

（
点
検
は
、契
約
業
者
か
最
寄
り
の

消
火
器
販
売
業
者
に
依
頼
す
る
。
）
 

⑨
契
約
業
者
名
を
窓
口
等
に
貼
り
出
し

確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
。
 

⑥
内
容
を
確
認
し
、
契
約
書
に
は
絶
対

サ
イ
ン
し
な
い
。
正
常
な
契
約
業
者

は
、
そ
の
場
で
契
約
の
サ
イ
ン
を
求

め
る
こ
と
は
しな
い
。
 

⑨
職
員
全
員
に
サ
イ
ン
し
な
い
こ
と
を

徹
底
す
る
。
特
に
窓
口
の
職
員
（
の

徹
底
を
図
る
。
 

春
の
山
菜
採
り
で
の
注
意
ー
 

記
録
的
な
豪
雪
で
山
の
雪
解
け
も
例

年
に
比
べ
遅
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
 

い
よ
い
よ
待
ち
望
ん
だ
春
の
山
菜
採
り

シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
す
。
入
山
さ

れ
る
方
は
「
遭
難や
ケ
ガ
」
等
な
い
よ

う
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・

天
気
予
報
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
 

・

体
調
不
良
の
と
き
は
入
山
を
控
え
ま

し
ょ
う
。
 

・

知
ら
な
い
山
や
単
独
で
の
入
山
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
入
り
慣
れ
て

い
る
山
で
も
慎
重
に
。
 

・

入
山
場
所
、
帰
宅
予
定
時
間
な
ど
は

あ
ら
か
じ
め
家
族
に
知
ら
せ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
 

津
軽
鉄
道
か
ら
お
知
ら
せ
 

5
月
1
4日
田

5
1
5日
囲
e
N
日
間
、
 

金
木
川
橋
梁
改
築
工
事
の
た
め
、
嘉
瀬

駅
5
金
木
駅
の
区
間
で
列
車
を
運
休
し
、
 

バ
ス
代
行
に
て
運
行
し
ま
す
。
 

当
日
は
各
駅
の
発
車
時
刻
が
変
更
に

な
り
ま
す
の
で
、
時
刻
を
お
確
か
め
の

う
え
ご
乗
車
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
しま
す
。
 

津
軽
五
所
川
原
駅
容
（3
5)
7
74
3
 

金
木
駅
 

合
（5
3)
2
05
6
 

津
軽
中
里
駅
 

公
（5
7)
20
5
0
 



金
木
地
区
高
齢
者
教
室
 

参
加
者
募
集
 

生
涯
学
習
課
 
合
（
5
3)
21
1
1
 

内
線
 
3
1
6
・
3
1
7
 

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集
 

'
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あ
お

も
り
女

性
大
学

平
成
1
7年
度
受
講
生
募
集
 

青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
，
 

容
o
l
7
(7
3
2
)1
0
8
5
 

⑥
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生
 

・

大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
、
2
0
 

歳
以
上
2
6歳
未
満
の
男
女

〔2
2歳
未

満
は
大
卒
者
（
見
込み
含
む
）
〕
 

・

大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（見
込
み

含
む
）
は
、
2
8歳
未
満
〔
海
上
技
術

幹
部
候
補
生
は
理
学
ま
た
は
工
学
課

程
の
学
位
を
受
け
た
者
〕
 

女
性
の
自
立
と
社
会
参
画
を
促
進
す

る
た
め
、
専
門
的
で
幅
広
い
学
習
に
よ

り
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
問
題
の
解
決
に
向

け
行
動
で
き
、
政
策
・
方
針
決
定
の
場

で
活
躍
で
き
る
女
性
を
養
成
し
ま
す
。
 

◇
対
象
（
定
員
2
0人
）
 

県
内
在
住
の
お
お
む
ね
2
0歳
か
ら
6
0
 

歳
の
女
性
。
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
（
の
取
り
組
み
に
意
欲
・
関
心

を
持
っ
て
い
る
方
。
原
則
と
し
て
全

講
座
受
講
で
き
る
方
。
 

学
習
・
仲
間
づ
く
り
の
場
に
最
適
で
す
。
 

●

6
月
開
講

1
2
月
閉
講
 

学
習
日
は
毎
月
第
3
木
曜
日
 

金
木
公
民
館
 

◇
受
講
資
格
 
旧
金
木
町
に
在
住
す
る
 

6
0歳
以
上
で
会
場
ま
で
通
え
る
方

◇
修
了
・
卒
業
 
講
座
へ
の
過
半
数
出

席
で
修
了
証
書
、
4
年
間
で
卒
業
証

書
を
授
与
。
そ
の
後
は
聴
講
生
と
し

て
受
講
が
可
能
。
 

◇
会
費
 
年
1
0
0
0円
 

◇
申
込
方
法
 
5
月
1
6日
の

ま
で
に

電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

要
約
筆
記

者
養
成
講

座
 

基
礎
課
程
 
受
講
者
募
集
 

・

歯
科
…
専
門
の
大
学
卒
（
見
込み
含

む
）
で
2
0歳
以
上
3
0歳
未
満
の
男
女
 

・

薬
剤
科
…
専
門
の
大
学
卒
（
見
込み

含
む
）
で
2
0歳
以
上
2
6歳
未
満
の
男

女

〔
薬
学
修士
取
得
者
は
2
8歳
未
満
〕
 

聴
覚
障
害
、
特
に
中
途
失
聴
・
難
聴

者
の
た
め
に
筆
記
を
行
う
要
約
筆
記
者
 

を
養
成
す
る
講
座
で
す
。
 

受 講 期 間 2 年 

2 年目（実践講座） 1年目（基礎講座I 
4月から1月まで 6 月から 2 月まで 期

間
 

県政課題にっい
て受講生が決め
たテーマで卒業
論文を作成 

男女共同参画社
会づくりや県政
等に関する講座 
(20 講座）受講・
報告書作成 
1講座 2 時間、1 
日 2 講座（予定） 

内
 
容
 

●

7
月
3
日
か
ら
1
1月
1
9日ま
で
の
土
・
 
◇
受
講
料
無
料
 

日
曜
日

（
全9
日
）
 
◇
募

集
要
項
及
び
受
講
申
込
書
 

◇
対
象
者
 
1
8歳
以
上
で
将
来
要
約
筆
 
市

役
所
企
画
課
男
女
共
同
参
画
室
 

記
活
動
の
意
思
が
あ
り
、
次
年
度
応
 
内
線

4
6
2

・
4
6
3
 

用
課
程
受
講
可
能
な
方
（
定
員
は
手
 

◇
申
込
先
・
締
切
 
青
森
県
男
女
共
同
 

書
き
、
パ
ソ
コ
ン
各
コ
ー
ス
2
0名
）
 
参

画
セ
ン
タ
1
 
5月
2
0日
岡
必
着
 

◇
受
付
締
切
 
5
月
1
3日
国
 
締
切
日
 

必
着
 

◇
試
験
期
日
 

1
次
 
5
月
2
1日
田
・
2
2日
（
日
）
 

2
2日
は
飛
行
要
員
の
み
 

2
次
 
6
月
2
1日
因

5
2
3日
困
 

3
次
 
7
月
2
3日
田
5
8
月
4
日
困
 

海
上
・
航
空
自
衛
隊
の

（
飛
 

行
）
要
員
の
み
 

◇
入
隊
 
平
成
1
8年
3
月
下
旬
1
4
月
 

上
旬
 

旧
五
所
川
原
市
名
誉
市
民
・
伊
藤
正
規

絵
画
寄

贈
記
念

展
 

立
侵
武
多
の
館
美
術
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 
オ
ー
プ
ン
1
周
年
記
念
 

教
育
委
員
会
 
容
（
5
3)
21
1
1
 内
線
3
1
9
 

伊
藤
正
規
画
伯
…
1
9
ワ
o
年
、
日
展
特
選
受
賞
。
そ
の
後
、
日
展
審
査
員
を

務
め
る
。
光
と
影
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
と
純
化
さ
れ
た
色
彩
の
美
の
追
究
者
。
ル
ノ

ワ
ー
ル
や
ボ
ナ
ー
ル
に
私
淑
し
、
柔
ら
か
い
光
と
緑
、
青
の
ま
ぶ
し
い
色
彩
と
平

面
画
法
で
の
独
特
な
表
現
で
、
9
3歳
の
今
な
お
創
作
活
動
を
し
て
い
る
。
 

●

1
0月
2
3日
⑧
ま
で
開
催
 
9
時
5
1
9時
（4
月
5
9
月
）
9
時
5
1
7時

（1
0月
）
 

立
侵
武
多
の
館
 
2
階
美
術
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

◇
入
場
料
 
3
o
o
円

（
小
・
中学
生
と
高
校
生
は
l
o
o円
、
未
就
学
児
は
無
料
）
 

賛助出品 「女人像」 

佐藤忠良 東京都在住93歳 

作品は、佐藤氏の東京美術学校卒業作品で、同窓生の伊藤 

画伯が現在所有している。 

’ 

	

	日本の近代彫刻家の第一人者で、むだのないフォルムと洗 

練された感覚を基調とする造形美の世界を展開している。 



嗣
屍
サ
回
ン
 

コ
H
H
ン
 

ク 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
 

会
員
募
集
 

そ
ば
打
ち
体
験
者
募
集
 

川
倉
ふ
れあ
いセ
ンタ
ー
農
産物
加
工
部
会

雪
（5
3)2
o
9
5
 白
川

合
（5
2)4
5
7
7
 泉
谷
 

設
立

2
0周
年
 

津
軽
金
山
焼
春

の
陶
器
祭
り
 

津
軽
金
山
焼
窯
業
協
同
組
合
 

公
（
2
9)3
3
5o
 

●

5
月
1
日
同
5
5
日
困

9
5
1
8時

◇
主
な
イ
ベ
ン
ト
 
窯
出
し
即
売
会
、
 

お
楽
し
み
抽
選
会
、
電
動
ろ
く
ろ
体

験
、
陶
芸
教
室
、
 「
お
め
ダー
ッ
参

加
し
ね
が
」
ダ

ー
ッ
大
会
、
棒
パ
ン

作
り
、
地
場
産
品
出
店
コ
ー
ナ
ー
、
 

植
木
鉢
大
市
、
 「
津軽
弁
か
る
た
」
 

大
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
。
 

イ
ベ
ン
ト
の
内
容
・
時
間
な
どは
、
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。
 

ht
tp一×
×w
w
w
9
6

・s
a
k
u
ra・ne

・J
p
×
 

2
ka
nay
a
m
a
×
 

《
予
告
》
 

2
o
o5
五
所
川
原
世
界
薪
窯
大
会
 

7
月
1
日

ー
3
0日
開
催
 

世
界
9
カ
国
か
ら
1
8名
の
陶
芸
家
が
 

参
加
目
 

五
所
川
原
農
林
高
等
学
校

公
開
講
座
 
受
講
生
募
集
 

公
（
幻）2
1
2l
 
F受
（幻
）2
1
2
3
 

命
込
方
法
》
 

5
月
9
日
囲

ま
で
に
電
話
ま
た
は
 

F
A
X
で
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
、性

／
刊
 
電話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 
 県

立
学
校
公
開
講
座
 
一
一
 

●

1
3時

5
1
6時
 
3
時
間
 

◇
定
員
 
3
0名
 

◇
対
象
 
成
人
で
、
で
き
る
限
り
全
日
 

程
を
受
講
で
き
る
予
定
の
方
。
 

◇
受
講
料
 
材
料
費
2
0
o
o円
 

.
 

小
・
中
学生
の
た
め
の
公
開
講
座
 

●

9
時
3
0分

ー
1
1時
3
0分
 
2
時
間

◇
定
員
 
3
0名
 

◇
対
象
 
で
き
る
限
り
全
日
程
を
受
講

で
き
る
予
定
の
小
学
5

・
6
年
生
と

中
学
生
。
 

◇
受
講
料
 
保
険
料
・
教
材
費
と
して
 

2
o
o
o円
 

川
倉
地
域
で
収
穫
さ
れ
た

「
そ
ば」
 

を
使
っ
て
「
手
打
ち
そ
ば
」
を
自
分
で

つ
く
り
、
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。親

子
で
の
参
加
、
大
歓
迎
で
す
。
 

●

5
月
1
5日
同
 
1
0時
3
0分

5
 

6
月
か
ら
は
毎
月
第
2
日
曜
日
開
催
 

川
倉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
 

◇
参
加
料
 
1
人
1
5
0
0
円
 

◇
持
参
す
る
も
の
 
エ
プロ
ン
、
三
角
 

巾
等
 

◇
申
込
方
法
 
開
催
日
e
N
日
前
ま
で
 

に
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

若
獅
子
会
 
会
員
募

集
 

.
(3
5)8
6
5
2
 
世
永
（
1
9時以
降
）
 

郷
土
芸
能
の
獅
子
舞
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
。
踊
り
方
、
灘
子
方
、
ど
ち
ら
も

募
集
し
て
い
ま
す
。
獅
子
舞
に
少
しで

も
興
味
が
あ
る
方
、
や
っ
て
み
た
い
方

は
、
お
気
軽
に
ご連
絡
く
だ
さ
い
。
 

●

第
1
・
2
土
曜
日
（
予定
）
 

1
9時
3
0分
5
2
1時
 

松
島
小
学
校
 

◇
対
象
 
小
学
生

5
高
校
生
 

◇
費
用
 
本
人
会
費
…
年
l
o
o
o円
 

父
母
会
費
…
年
1
0
0
0円
 

◇
申
込
受
付
 
5
月
3
1日
因
ま
で
 

老
若
男
女
、
皆
さ
ん
の
入
会
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
随
時
入
会
で
き
ま
す
。
 

◇
場
所
 
菊
ケ
丘
運動
公
園
 

◇
会
費
 
年
1
o
o
o円
 

金
木
運
動
公
園
 

初
心
者
テ
ー
ー
ス教
室
開
催
 

金
木
町
体
育
協
会
テ
ニ
ス
部
 

容
（

5
3
)
2

1
1
1
 

内
線

1
2
3

夏
坂
 

日
本
テ
ニ
ス
協
会
公
認指
導
員
B
級

教
師
の
角
田
豊
氏
を
迎
え
た
初
心
者
テ

ニ
ス
教
室
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

●

毎
週
火
・
木
曜
日
 
全1
0回
 

5
月
1
7・
1
9・
2
4・
2
6・
3
1日
 

6
月
2

・7
・9
・1
4・1
6日
 

1
8時

ー
2
1時

（1
8時

ー
1
9時
H
自
主

ト
レ
、
1
9時

5
2
1時
H
教
室
）
 

金
木
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

◇
対
象
 
高
校
生
以
上
の
方
 

◇
参
加
料
 
3
o
o
o円

（
ボー
ル
代
）
 

※
テ
ニ
ス
傷
害
保
険は
別
途
受
付
（
事

故
・
ケ
ガ等
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
）
。
 

◇
申
込
受
付
 
当
日
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で

受
付
し
ま
す
。
途
中
参
加
も
可
能
。
 

※
貸
し
出
し
用
ラ
ケ
ッ
ト

（
数本
）
は

先
着
順
と
な
り
ま
す
。
テ
ニ
ス
シ
ュ
 

ー
ズ
は
各
自
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 
 

ノ
 

プ
ニ
ス
（
硬
式
）
教
室
 

五
所
川
原
テ
ニ
ス
協
会

‘
角
田
 

B
(3
4)3
1
8
8
 (1
9時以
降
）
 

初
心
者
対
象
の
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
で
す
 

・

金
曜
日
（
一
般
）
 
①
1
0時

5
1
2時
 

②
1
9時

5
2
1時
（
ナイ
タ
ー
）
 

5
月
1
3日
か
ら
 

・

土
曜
日

（
ジ
ュニ
ア
）
小
学
生
対
象
 

1
0時

5
1
2時
 
5
月
1
4日
か
ら
 

・

日
曜
日
（
一
般
）
 1
0時

5
1
2時
 

5
月
1
5日
か
ら
 

※
受
付
は
ス
タ
ー
ト
の
日
か
ら
随
時
。
 

雨
天
時
は
翌
週
に
順
延
。
ラ
ケ
ッ
ト

の
貸
し
出
し
有
り
。
 

◇
場
所
 
菊
ケ
丘
運
動
公
園
内
コ
ー
ト
 

五
所
川
原
ウ
ォ

ー
ク
ス
イ
 

II（ン
グ
の
会
 
会
員
募
集
 

公
（3
5)6
1
3
7
 ハ
木
橋
 

公
（3
4)2
7
1
2
 平
 
川
 

水
中
で
の
運
動
は
膝
や
腰
（
の
負
担

が
少
な
く
、
楽
し
く
全
身
運
動
が
で
き

ま
す
。
ス
ト
レ
ス
や
運
動
不
足
を
感
じ

る
方
、
糖
尿
病
や
高
脂
血
症
等
が
気
に

な
る
方
、
 「
き
れい
に
や
せ
た
い
」
と

お
考
え
の
方
、
会
員
に
な
っ
て
心
も
体

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

●

毎
週
水
曜
日
 
1
1時
5
 

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
ウ
イ
ン
グ
 

※
随
時
入
会
で
き
ま
す
。
会
費
等
、
詳

細
は
お
間
い
合
せく
だ
さ
い
。
 
 

×
 

10月22
B
田 

10月8
日
田 

9 
月 
3 
日 
仕） 

7
月
  9
H
D
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市町村合併に伴う平成 17年度のごみ収集については、旧市町村の収集体制に基づき実施することとなってい

ます。これに従し可日五所川原地域の春の粗大ごみ収集を次のとおり実施します。 

◆出し方】1世帯につき 3品目まで、粗大ごみには必ず名札をつけて、収集日の朝8時までに出してください。 

◆申込先 各町内会の申込期限を確認のうえ、各町内会長または班長へ申込みください。 

◆環境対策課窓口申込締切日】5月 20 日（金） 

〔各町内会長への申込の締切りはこれ以前となりますのでご注意ください。〕 

収集月日 地 	区 ・ 	町 内 	会 名 

5月 24 日（火） 中川地区 三好地区 

5月 26 日（木） 
小曲・沼田‘若葉第一・若葉第二・若葉市営住宅・若葉県営・西若葉・若葉苑・蘇鉄・

新宮・新宮町・ニュータウン新宮・末広町・芭蕉 

5月 27日（金） 
寺町・岩木町・川端町・錦町・幾島町・敷島町・平井町・上平井町・中平井町・下平井町・

柏原町・東雲町・旭町・東町・大町・本町・元町・第一柳町・第二柳町・成田町 

5月 31日（火） 

東松島 

松島町1 -8丁目・十川町・青葉町・唐笠柳・水野尾・漆川・太刀打・桃崎‘尻無・一野

坪・石畑‘前落・中村・馬性・野崎・金山・田中・悪戸・宮田・川代田・米田・二本柳・ 

6月 2 日（木） 
平和町‘日の出町・不魚住・千鳥・八重菊・はるにれ町・湊団地・下り枝・湊・姥落・

第一船橋・猫測・菖蒲・三ッ谷・マイタウン船橋 

6月 3 日（金） みどり町1-8丁目・雇用促進住宅・梅田・中泉 

6月 7 日（火） 
ひがし光ケ丘・石岡・吹畑・田園町 

稲実・稲実団地・柳沼・米崎・広田・藤浦団地ーみなみ広田・広平・七ッ館・虫流・光ケ丘・ 

6月 9 日（木） 一ッ谷・一ッ谷団地・雛田・さっき町・鳥森・鎌谷町・布屋町・弥生町・新町・田町・栄町 

6月 10 日（金） 飯詰地区 毘沙門・長富地区 

6月 14日（火） 長橋地区 七和地区 

収集できる品目（金属、プラスチック製等のもので次に挙げるようなもの） 

スチール製テーブル及びイス・スノーダンプ・スチール棚・電子レンジ・ビデオデッキ・掃除機・自

転車・ガステーブル・スキー・物干し竿（折り畳むこと、台は除く）・えんとつ・米びつ・トタン（日

曜大工で出る程度のもの）・室内用灯油タンク（スチール製）・バッテリー・ストーブ等。 

※ストーブは必ず灯油と電池を抜いて出してください。 

収集できない品目 

1）木製や布製などの可燃性の粗大ごみ（木製テーブル・木製イス・タンス・じゆうたん・ふとん・たたみ等） 

2）適正処理が困難なもの（ソファー・スプリング付きマットレス・ピアノ・エレクトーン・スピーカー等） 

3）危険物及びその容器等（ドラム缶・ホームタンク（室外用）・ポリタンク・ガスボンベ・オイル缶・消火器等） 

4）家屋の改築や補修に伴うもの（浴槽・ふろ釜／ボイラー・流し台・建築廃材・ブロック・多量のトタン等） 

5）家電リサイクル法に定められている品目（エアコン・テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機） 

6）パソコンリサイクル法に定められている品目（ノートブックノぐソコン、デスクトップパソコン本体、ディスプレイ） 

7）その他（バイク及び自動車等の部品・農機具／農業用資材・タイヤ・リャカー等） 

※ 市で処理できないごみについては、一般廃棄物収集運搬業者または販売店に依頼し、適正 

処理してください。 

お問い合わせ 環境対策課 内線 233・234 
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環境対策課 内線 233・234 

狂犬病予防法により、飼い主は犬を登録し年1回予防注射を

受けさせることが義務づけられています。集合注射の会場では、 

犬の登録や変更届、予防注射の手続きができます。 

登録済みの方には、「注射申請カード」が送付されますので、 

必ず持参して来てください。 

市が行う集合注射は春のみの実施となります。日曜日も会場を

準備しておりますので、どちらの会場でもご都合に合わせてお越

しください。 

新規登録料】3,000 円（既に登録済みの犬は不要です。） 

集合注射料金】3,000円（注射代2,450円＋注射済票交付手数料550円） 

※動物病院で実施した場合、注射代 3,200 円のほか注射済票交

付手数料 550 円が別途必要になります。 

実施月日 実施時間 実 施 	場 所 

5
 

月
  

22日 日
  

9:30 一 	12:00 市役所本庁舎一般駐車場車庫 

13:00~ 15:00 コミュニテイセンター栄 

23日 月
一
 
 

9:00~ 	9:40 農村婦人の家（小曲） 

9:50~ 10:50 五所川原保健所 

11:00 一～ 11:30 中央コミュニテイセンタ一 

11:40~ 12:10 しきしまコミュニテイセンター 

13:10~ 14:00 北部コミュニテイセンター 

14:10 - 15:00 五所川原市森の家 

24日 火
  

9:00 - 	9:50 富士見コミュニテイセンター 

10:00 - 	10:50 コミュニテイ防災センター（鎌谷町） 

11:00 - 12:00 中央公民館 

13:00 --- 14:00 松島会館 

14:10 - 14:40 田園町集会所 

25日 水
  

9:00 - 	9:40 みなとコミュニテイセンター 

9:50 - 10:20 サンプラザはるにれ 

10:30 - 11:10 姥落集会所 

11:20 - 12:00 稲実集会所 

13:00 - 13:20 柳沼町内会第一緑地 

13:30 - 15:00 みなみ広田町内会集会所 

26日 木
  

9:30~ 10:30 ごしよがわら市農協栄支店 

10:40 - 11:10 浅井集会所 

11:20~ 11:50 七ッ館屯所 

13:00 --- 	13:30 梅沢支所 

13:40 -- 14:10 中泉集会所 

27日 金
  

9:30 - 	9:50 種井集会所 

10:00 - 	10:20 田川集会所 

10:30 - 11:00 高瀬集会所 

11:10 - 12:00 コミュニテイセンター三好 

13:00~ 14:00 藻3にコミュニテイ消防センター 

29日 ロ目
 
 

9:30 - 10:00 喜良市改善センター 

10:20 -- 11:30 金木総合支所車庫 

13:00 -- 14:30 市浦総合支所駐車場 

30日 月
  

10:20 --- 	11:10 太田公民館 

11:30 	- 12:00 秋田谷浩宅前 

13:00 - 14:20 基幹集落センター 

31日 火
  

10:00 - 10:50 老人生きがいセンター 

11:10 - 12:00 磯松公民館 

13:00~ 14:00 十三公民館 

6
 

口

H『
 
 

1日 水
  

9:30 - 	9:50 喜良市老人福祉センター 
9:55 	--- 	10:10 更正研修センター 

10:20 - 10:40 大橋義美宅前 

10:45 - 	11:10 桑田優子宅前 

11:20 - 11:50 柏木団地 

13:00 - 13:20 今憲雄宅前 

13:30 - 14:00 喜良市改善センター 

14:10~ 15:10 東部コミュニテイセンター 

15:15 - 15:30 旭ケ丘団地集会所 

実施月日 実
 
施
 
時
 
間
 

実 	施 	場 	所 

6
 

目

H
  

2 日 木
  

9:30 - 10:00 須崎悠悦宅前 

10:05 - 10:15 小野鮮魚店前 

10:20 --- 10:30 小松博義宅前 

10:35 - 11:10 嘉瀬コミュニテイ消防センター 

11:15 - 	11:50 嘉瀬老人福祉センター 

13:00 - 13:30 対馬武春宅前 

13:40 - 15:10 嘉瀬公民館 

15:15 - 15:30 中柏木コミュニテイセンター 

マ。
 
［

口
 

金
  

9:30 - 	9:50 其田石油スタンド前 

9:55 - 	10:10 川倉老人憩いの家 

10:20 - 10:50 田中新一宅前 

11:00 - 	11:30 竹内昇宅前 

11:35 - 11:50 藤枝集会所 

13:00 - 14:00 招魂堂 

14:10 - 14:20 白寛建設前 

14:25 - 14:45 蒔田老人憩いの家 

14:50 - 15:00 神原コミュニテイセンター 

15:10 - 15:30 大東ケ丘コミュニテイセンター 

5 日 日
  

10:30~ 11:30 市浦総合支所駐車場 

13:00 - 13:50 川倉老人憩いの家 

14:10 -- 15:30 嘉瀬コミュニテイ消防センター 

6 日 日
”
 
 

9:30 - 10:20 金木老人福祉センター 

10:30 - 11:50 西部コミュニテイセンター 

13:00 - 15:30 金木総合支所車庫 

7 日 火
  

9:30 - 10:00 コミュニテイセンター中川 

10:10~ 10:30 沖飯詰集会所 

10:40 - 	11:00 桜田屯所 

11:10 - 12:00 毘沙門支所 

13:00~ 13:30 長富コミュニテイ消防センター 

13:40~ 14:10 共栄集会所 

8 日 水
  

9:00~ 	9:50 十川集会所 

10:00 - 10:30 一野坪集会所 

10:50 - 11:10 平町集会所 

11:20 - 11:40 興隆屯所 

13:00 - 13:50 飯詰支所 

14:00 - 14:30 下岩崎集会所 

9 日 木
  

9:30 - 10:00 漆川集会所 

10:10 - 10:40 吹畑コニュニテイ消防センター 

10:50 - 11:20 唐笠柳神社前 

11:30 - 12:00 米田神社前 

13:00 - 13:30 水野尾コミュニテイ消防センター 

13:40 - 14:10 ふれあいハウスかいどう 

10日 金
  

9:30~ 	9:50 前田野目バス停付近 

10:00 - 10:20 前田野目公民館 

10:30 - 10:50 高野文化センター 

11:00 - 11:20 高野神社前 

11:30 - 11:50 持子沢コミュニテイ消防センター 

13:00 - 13:30 七和支所 

13:40 - 14:00 コミュニテイハウス原子 

14:10 - 14:40 俵元農産物加工センター 

14:50 - 15:10 豊成稲荷神社前 

12日 日
  

9:30 - 10:30 中央公民館 

10:50 - 11:50 コミュニテイセンター松島 

13:00 - 15:30 市役所本庁舎一般駐車場車庫 

13日 日
”
 
 

9:30 - 10:20 福山コミュニテイ消防センター 

10:30 - 11:20 野里集会所 

11:30 - 	12:00 長橋支所 

13:00~ 13:30 松野木集会所 

13:40 - 14:00 若山集会所 

14:10 - 	14:30 戸沢集会所 

・犬の散歩の際は、必ずシャベルや袋等を持参し、フンの放置は絶対しないでください。 

・放し飼い及び散歩時に犬を放す行為は危険で、周囲にとって大変迷惑ですのでやめましょう。 

・登録と狂犬病予防注射は、室内犬・室外犬を問わず、生後3 カ月以上のすべての犬が対象となります。 

・実施会場の詳細等については、担当課までお問い合わせください。 
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「春の地域安全運動」実施中 

安全・安心まちづくり 
1街頭犯罪及び侵入犯罪の抑止 	 4学校不審者 

2振り込め詐欺被害の防止 	 5金融機関・ 

3子供・女性の連れ去り・わいせつ犯罪の防止 

4学校不審者対策の強化、通学路の安全確保 

5金融機関・コンビニに対する犯罪防止 

子育ては地域のみんなの手る！ 

五所川原市 
、フアミリーサポートセンター 

活動紹介 

んにちは.7ァミりー 

《自転車利用者の皆さんへ》 

〇昨年は、自転車の盗難が新生大橋下駐輪場やェル

ム街西側駐輪場で多発しました。施錠は確実に行

うとともに、鍵はツーロックにしましょう。 

《自動車運転者の皆さんへ》 

〇自動車の盗難防止のため、自宅敷地内の駐車であっ

ても油断できません。確実に施錠をしましょう。 

〇自動車内に置いてあるバッグ等の盗難被害が増え

ています。座席等の見える場所には貴重品を置か

ないようにしましょう。  

《小学生・中学生の皆さんへ》 

〇登下校は、声を掛け合い友達と一緒にしましょう。 

〇知らない人から声を掛けられても絶対について行

かないようにしましょう。 

〇外出するときは、必ず行き先、用件、＼帰宅時間な

どを保護者に言いましょう。 

《保護者の皆さんへ》 

〇お子さんが犯罪の被害に遭わないようにするため、 

通学路の確認・点検をし、また、外出するときは

必ず行き先等を確かめましょう。 

4・5JJtc シートヘル F チャイルドシート者用強調万聞です ，裂購察署器g214211l 

太田楓子（ふうこ）ちゃん 5カ月と提供会員の
蒔田美智子さん 

金木、市浦地区の皆さんこんにちは！五所川原市フ 

● ァミリーサポートセンターです。子育てで困り事ができ

た時のために、会員登録をしませんか？保育所の送迎や

一時預かりなどサービスを受けることができます。未来

ある子どもの豊かな育ちのため、子どもを中心に人と人

とが支え合う相互援助活動を行なうもので、出会いの場

となっています。 随時会員募集 合35-8953 

一 

局月の催物案内 ’ 
公33-2111 

ーオルラソシア 
ふるさと交流圏民センg 

日 曜日 催 	物 開演 入場料 

小
 
ホ
 
ー
 
ル
  

21 土
  

一
一
一
一
一
 

鷲
  

14 : 00 無 料 

27 金
  

継）五所川原市シルバー人材センター 

平成 17年度通常総会 
13 : 30 関係者 

29 ［
口
 

五所川原高等学校演劇部

第8回定期公演 
13 : 00 無 料 

31 火
  

平成 17年度安全運転管
理者等講習五所川原会場 

10 : 00 関係者 

※主催者の都合により日程等が変更になる場合もあります。 

--ご察『亙フ 
⑨みんなのギャラリー展示紹介 

中央公民館 合35-6056 

・墨友会（水墨画）展…「婦人と電気の会」 （代表・

菅井節子）の皆さんの水墨画（風景や花）を展示。 

5月16日（月）-21日（土） 2階ギャラリー 

※ギャラリーに展示を希望する方は公民館まで。 

⑥第110回「太宰を語る月例会」 
金木公民館 公53-3581 

5月18日（水） 19時～ 

内容：①「太宰治と五所川原」 

②重要文化財指定（その2) 

目日津島家住宅」 「レンガ塀」 

③作品朗読『津軽』 （その1) 

※公開講座ですので自由に参加できます。 

主催／金木町太宰会 

問い合せ先／金木総合支所 内線301 

, 図 圏餌から回お知局旦ノ 
◇開館時間 

・市立図書館 合34-4334 

9時30分～18時（土・日曜日は17時まで） 

・伊藤忠吉記念図書館 合53-3049 

・市浦分館 公62-2111 9時30分～17時 

◇5月の休館日 

・市立図書館・伊藤忠吉記念図書館 

毎週月曜日と3日（火）、 5日（木）, 19日（木） 

・市浦分館 毎週土・日曜日と3日（火）'4日（水） 

5日（木）、 19日（木） 

◇5月のおはなし会 テーマ「花」 

5月21日（土） 13時30分～14時30分 

市立図書館 
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ピシーナリラクゼーション ピシーナジェット 

海水の浮力を利用したリラ 水流の抵抗を受けながら楽 

クゼーション。 	 しく運動できます。 

バンジェ 	 アルゴパック 

浴槽に海水を入れ、泡と水流に ほかほかな海藻ペーストで 

よる気持ち良いマッサージ。 全身パックします。 

※水着・タオル等の貸し出しも
行っています。 

海
水
て
リフ
レ
ッシ
ュし
て
み
ま
せ
ル
か
 

て
建
設

さ
れ

ま
し

た
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海
水
は
胎
児
を
包
む
羊
水
に
近
く
、
心

理
的
に
も
、
身
体
的
に
も
最
も
負
担
が

少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

平
成
十
ニ
年
十
一
月
市
浦
に
オ
ー
ブ
ン
し
た
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
施
設
 

「
し5
う
ら
ん
ど
海
遊
館
」
は
、
住
民
の
た
め
の
健
康
増
進
施
設
と
し
 

波
の
音
を
聞
き
な
が
ら
プ
ー
ル
に
つ

か
る
と
明
日
へ
の
活
力
が
わ
い
て
き
ま
す
。
 

ぜ
ひ
一
度
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

ョ
ラ
ソ
ラ
ラU
ー
っ
て

知
っ
て
い
ま
す
か
。
 

ギ
リ
シ
ャ
語
の
タ
ラ
サ
（
海
）
と
フ
ラ

ン
ス
語
の
セ
ラ
ピ
ー
（
療
法
）
の
造
語

で
、
海
洋
療
法
と
訳
さ
れ
ま
す
。
海
水
・

海
藻
・
海
泥
な
ど
海
水
の
す
べ
て
の
要

素
を
活
用
し
、
楽
し
み
な
が
ら
身
体
機

能
を
高
め
て
い
く
療
法
シ
ス
テ
ム
で
す
。
 

本
場
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
日
本
の
温
泉
の

よ
う
に
人
気
が
あ
る
そ
う
で
、
医
学
的

療
法
と
し
て
も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

す
。
平
均
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
よ
り
も
、
 

健
康
寿
命
を
ど
う
延
ば
す
か
と
い
う
視

点
に
た
ち
、
公
共
で
は
日
本
初
の
タ
ラ
 

2
で
フ
ピ
ー
施
設

「
し

5
う
ら
ん
ど
海

遊
館
」
が
誕
生
し
ま
し
た
り
 

ど
ん芯
ふ
ーつ
に体
に効
く
の
？
 

海
水
に
は
ミ
ネ
ラ
ル
が
多
く
含
ま
れ
、
 

真
水
に
比
べ
浮
力
が
大
き
く
、
ひ
ざ
や

足
首
な
ど
の
関
節
に
負
担
が
少
な
い
と

い
っ
た
利
点
を
生
か
し
、
利
用
者
の
健

康
増
進
や
ス
ト
レ
ス
解
消
、
寝
た
き
り

予
防
等
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
3
4度
か
ら
3
6度
に
設
定
さ
れ
た
 

   

 

一
 

 

ど
ん
芯
サ
ー
ビス
を
 

受
け
る
こ
と
がで
き
る
の
？
 

「
し5
う
ら
ん
ど
海
遊
館
」
は
温
海

水
の
多
目
的
プ
ー
ル
を
核
と
す
る
ア
ク

ア
ゾ
ー
ン
、
ア
ル
ゴ
パ
ッ
ク
や
バ
ン
ジ

ェ
な
ど
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
行
う
セ

ラ
ビ
ー
ゾ
ー
ン
、
フ
ロ
ン
ト

・
ロ
ビ
ー
、
 

休
憩
室
な
ど
を
配
し
た
セ
ン
タ
ー
ゾ

ー
 

ン
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

各
自
の
利
用
目
的
に
あ
わ
せ
て
1
0種

類
以
上
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
 

セ
ラ
ピ
ス
ト

（
運動
療
法
士
）
の
指
導

の
も
と
、
楽
し
く
無
理
な
く
健
康
づ
く

り
が
で
き
ま
す
。
 

中
心
施
設
と
な
る
元
気
海
プ

ー
ル
」
 

に
は
地
元
の
海
水
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ

れ
て
い
て
、
天
気
の
よ
い
日
に
は
日
本

海
に
沈
む
タ
日
を
眺
め
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
 

ま
た
利
用
料
金
も
他
の
施
設
に
比
べ

安
価
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
利

用
者
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
 

    

へ
、リ
 

5月のラッキーマンデ 

    

毎週月曜日はお得なサービスで皆様をお待ちしています。 
題して《ラッキーマンデー》5月はこちら~ 

5月2日 I（ンダルゴ半額 通常2.000円 → 1,000円 

9日 バンジェ半額 	通常1,5加円 → 750円 

16日 アルゴ'I（ック半額 通常 3.000円 → 1,500円 

23日 ヒI（バンジェ半額 通常 2.000円 → 1,000円 

30日 ビューティ・ートリートメントが30%OFF 

海遊館は毎週月曜日がおトク！ 

     

入】 館料（元気海プール・エア口ゾル’サウナを含む） 

一
般
利
用
 

小 	人 
500円 

回数券（11枚綴り） 5,00(）円 

大 	人 
1回 1,000 円 
回数券（11枚綴り） 10,000 円 

会
 
員
 
利
 

用
 

個 人 会 員 

1カ月 5,000円 
半年 25,000円 
年間（1回の利用に付き 500円必要） 20,000 円 
年間（1回の料金はかかりません） 50,000 円 

夫 婦 会 員 

1カ月 9,000円 
半年 45,000円 
年間 90,000円 

子 供 会 員 1カ月 2,500 円 
タラソフアン 年間（1回の利用に付き 800円必要） 2,400 円 

プ
ラ
ス
1
の
み
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
 
 

プラス 1メニュ一利用料金（16 歳以上の方のみ〕 

トレーニングル一ム＊会員無料 1回 200 円 
運動プログラム＊会員無料 1回（30分） 500 円 
アルゴパック 1回（30分） 3,000 円 
ノぐンダルゴ 1回 2,000 円 
ヒノgバンジエ 1回 2,000 円 
ノくンジエ 1回 1,500 円 
ピシーナリラクゼーション 1回 1,000 円 
パシップストレッチ 1回（30分） 3,000 円 
ビーナス（アロママッサージ） 1回（30分） 3,500円 
マーメイド（フエイシャルケア） 1回（30 分） 3,800 円 
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健 康 相 談 
病気の相談、心の相談、血圧測定や健診結果など保

健師が相談に応じます。健康手帳をお持ちの方は持参

ください。 

地 区 開 催 場 所 開催月日 開催時間 

五所川原 保健センター五所川原 5月11日（水） 10: QO~ 12:00 

金 木 蒔田老人憩の家 5月18日（水） 10: 00-11: 00 

市 	浦 

磯松公民館 
5月24日（火） 

10: 00-11: 00 

十三公民館 13: 30- 14: 30 

もや会館 5月26日（木） 10: 00- 11:00 

泣I L+I口 n島払 
L 	ずし Lv-,ノし Ix  pク 

☆市浦地区 

◆場 所】保健センター市浦（ピンコロ館） 

◆受付時間】12 時 15 分～ 12時 45分 

(3歳児健診は 12 時 15分～ 12時 30分） 

◆持参するもの】母子健康手帳、バスタオル、間診票 

◆主な内容】小児科診察、歯科診察、身体計測、発達 

相談 

対 	象 	児 期 	日 

1歳6力月児健診 
平成 15年 9月 1 日～ 

平成 15年 11月30日生 
5月 20日（金） 

2歳児健診 
平成 14年 10月 1 日～ 

平成 15年 3 月31日生 

3歳児健診 
平成 13年 10月 1 日～ 

平成 13年 12月31日生 
5月 17日（火） 

5歳児健診 
平成 12年 4
平成 12年 9 

月 2 日～ 

月30日生 

みんなの健康教室 
◇日 時…5月 27日（金）13時～ 14時 

◇場 所・・・保健センター五所川原 

◇テーマ・・・薬の常識・知っていれば安心！! 
◇講 師・・・木皮美賀先生（五所川原調剤薬局・西北中央店） 

◇主 催…北五医師会・五所川原市民保健協議会 

献血のこ案内（バス巡回） 

期 	日 時 間 場 	 所 

5月 19日（木） 10 :00 ~ 16:00 

工ルムの街ショッピング
センタ一専門店入ロの外 

（協賛】東日流ライオン
ズクラブ） 

あなたも 
作ってみませ 

テーマ：県産品を使ったおしぐしい料理 

研修会「県産品を使ったおいしい料理」 より
五所川原市食生活改善推進員会 

〔  煮なきす 〕 

1人分 78kcal 塩分 tog 

■材料（6人分） 

大根・・・小 1/2本 	Iしょうゆ…大さじ 2 
‘人参・・・小 1/2本 
Alーし」LIぜI+‘、 ‘ハハ Bく」片 ，、、一一，+, 
川水煮ぜんまい・・・1 OOg ol塩・・・ひとつまみ 

l油揚げ…1枚 

木めん豆腐…1/2丁 サラダ油…大さじ 1 

■作り方 

①豆腐は重しをして水をきっておく。 

②大根・人参は千切り、油揚げはたて半分に切っ 

て千切りにする。ぜんまいは食べやすく切る。 

③大根をさっと茄で、水洗いして絞る。 

④鍋に油を熱し、①をくずしながら入れて妙め、 

Aの材料を入れてしんなりするまで妙める。 

⑤全体に煮えたら③を加え Bで味付けし、― 

煮立ちさせたら出来上がり。 

こ わ だ 

《レシピ】青森県食品アドバイザー 小和田慶子氏》 

野菜をたっぷり食べられる、薄味でヘルシー 

な一品です。 

×、ー 

救急医療当番医 
月 日 曜日 医療機関名 住 所 電 話 

5月 1ョ [
d
 

 
こどもクリ二ックおとも 刊枝張囚ビル2階 39 - 2151 

5月 3ョ 火
  

増田病院 新町41 34 一 2727 

5月 4日 水
  

っしまクリ二ック 下り枝2-1 38 一 3456 

5月 5日 木
  

永田小児科内科医院 ーッ谷 549 - 7 34 一 5611 

5月 8日 H
  

健生五所川原診療所 ーッ谷 508 - 7 35 一 2542 

5月15日 口
U
  

江渡内科医院 旭町7 34 一 3000 

※ 1，対応時間（電話で確認）9時から 17時まで 

2,その他、消防署（救急病院紹介B34-4999) でも紹介します。 
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